
とができる。

これらのことからヲ本題材を通してヲ生徒自身が自分たちの生活を具体的な場面で振り

ら課題を見付け，解決に向けて主体的に取り組んでいくことができると考える。

(3）本題材の内容における聞いをもち追求す

一人一人が問いをもち追求する姿を育成するために，次のような手立てを考

～子どもたちの学びの棋となる

自分にとっての課題となるためには，その課題が自分たちにとってより必要J惑の高いものでなけ

ればならない。本題材では，生徒たちが実降に遠足で、行ったカレー作りを取り上げてうその中から

自分たちの課題を見付けるようにする。遠足での調理で9 どんな食材を使ったか，どのようにして

片付けたか，どんなゴミが出てそれをどのように始末したか会ど思い出し，ワークシート書き出す

二ぜZ…～Cc/,.,r_.,/,:r＼再開ミポ紅海提議議議詩

白
口

ついて

りラいく子ども

一 中 学2年「自分の生活力1身近立環境に与える帯響を考えようjの翼醜から一

解決し課題警告議長関的iことそうえ，生i覇者室撰り遮りg

jと。

ようにする。自分たちが出したゴミや汚れを自覚することで匂「ゴミを少なくしたい」「できるだけ

汚れないようにしたい」などの課題がより明確になると考える。また，ゴミや7kの汚れが，環境に

どのような影響を及ぼすかγTRや資料を用いて考えることでヲできるだけ環境への影響が少ない

買い物や調理，片付けを心がけようとする意識付けを行う。これらにより課題に対する意識や解決

しようとする意欲を高めたいと考える。

。課題jこ対する聞いの工夫 ～課題を多面的にとらえる～

自分にとっての課題が見付かったらラその解決に向けてどのような要素が必要になってくるか考

えた上で，各要素間の相互関係に着目して？多面的な見方や考え方ができるようにする。「ゴミを

減らすこと」「水を汚さないこと」など飢それぞれの要素が環境にどのような影響を与える

るときにヲ相反する事例としてラ食事のときに「紙コップJ と「ガラスコップ」のどちらを使うか

も考える。「紙コップJはゴミになるが洗う水を使わないで済みq 「ガラスコップ」は洗うため水

使うがゴミは出ない。それぞれの要素が環境に与える影響をワークシートに整理し，環境に与える

影響の度合いや相反する視点からラ使う材料網用具や片付け方などが検討できるようにする。

。子どもが考えを広！：f1;こり深めたりするための教師のはたらきかけ

自分たちが出すゴミや汚れがどのように環境に影響を与えるのか，自分たちの生活の仕方が環境

問題とどのようにつながっているのかなど，身の回りのことから社会へのつながりを考えていくこ

とができるように，学習の流れを工夫しq 生徒の思考を広げていきたい。またラ環境に影響を与

えているのはゴミや汚れの分量だけではなくヲ使っている食品自体の生産や加工にかかるエネル

ギーも影響していることに気付かせたい。環境に与える影響をヲ排出するエネj）／ギー量や 3R （リ

デユース⑨リユース・リサイクノレ）の視点で一覧表にまとめて視覚化することでヲ生産や処理にか

かるコ二ネノレギーを減ら寸生活の仕方を工夫をさせていきたい。そして吟一人一人が資源を大切に

環境に配慮した生活を送ることが，循環型社会につながることを意識付けていきたい。

題材のねもい
「遠足でカレーを作る」という食生活の具体的な場面を取り上げてヲこれまでの学習で、学んだ知

識や技能ラ経験などをいかしながらq 自分たちの生活の仕方が身の回りの環境に与える影響につい

て発える。「遠足Jいう資源や環境が限られた場面でヲ調理を通して生活の仕方を考えることによ

し山正うなことが課題になるか9 どのように解決していけばよい吋具体的に考えていく。ミ

らにラ自分自身の生活を振り返札身近な環境や限りある資椋を大切にし9 有効に本lj用していこう

とする意欲と態度を育む。

具体的な学習・内容

‘
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遠足でのカレー作りを

の具体的な場面でq 出てくるゴミ
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つリーi

ノ~ したちに配慮し

をするためにはどの

ようなこと

ろうか

2 鰻葉の構懇

( 1）子どものとらえについ

生徒は 1年生でヲ「日常食の献立と食品の選び方」「日常食の調理と地域食材」を学習しヲ 1日分

の献立づくりや調理実習を行い，一人調理やグループ調理を通してラバランスのとれた献立作りや

効率的な調理を工夫してきた。しかし一方では9 「調理はできたけどヲ片付けのとき水を出しつ放

しだった。」「読しがいっぱいで9 ゴミでブドが詰まって溢れそうになってしまった。」などの感想が

あった。調理に気を取られて9 片付けやゴミの処理まで気が回らなかった様子が伺われる。また，

2年生の遠足で飯ごう炊さんのカレー作りを行ったときもヲグループ。で協力して材料の購入や調理

を行ったがラ最後に生ゴミや包装容器など大量のゴミが出た。日頃9 ゴミの分別や資源の節約につ

いて呼びかけているがヲ実際の生活場面では実践に結びついていなし1。また，ゴミを出すことや資

源を使うことが環境にどのような影響を与えているか充分理解できていないためヲ実践しようとい

う意欲に結びつし3ていないことが分かる。

本題材では，自分たちが普段あまり意識せずに行っている調理材料の購入や調理方法ヲゴミや汚

れの処理の仕方などを環境の視点から見つめ直してヲそれらが周りの環境に与える影響を具体的に

考えられるようにした。そしてヲこの学習を通して，自分自身の生活の仕方を振り返りヲ環境の視

点から見直せるようになってほしいと考える。

(2）本題材の内容と技術＠家庭科で考える間いをもち追求する姿との関

技術。家庭科における「問いJとはラよりよい生活を目指していく中で，

にとっての課題や9 その課題を解決するための方法を考えることである。

本題材では，「遠足でカレーを作る」という条件の中で9 使用する材料やその使い方などを考

ることにより，生徒はヲ調理の過程で出てくるゴミや汚れなどを課題としてとらえると想定し

足での調理を考えることでヲ何もない：i犬態から持つてし

にJ；つて／：Hてくるゴミや汚れも分かりやすく，自分たちにとっての課題を明確にも

〆己D0 

りiこっL'

今の自分や将来の自分

防 _ [ 4  >- -.-,r --

を五号fFζ ＜;i ;:_ 

できるだけゴミベデ汚れが少なくなる

はq 調理の始めに持ち込むものと，調理後に出てくるもの

から考えることでラ材料の選び方や調理喝片付けの仕方など

さらに司使用されるエネルギーの視点からヲ

る過程を考えることにより，発展的

-138 

つこと



調理材料はヲ環境に

どんな影響を与えて

いるだろうか

3 

一一一一一一一一一一←一一一一

2 

自分の生活の仕方を

工夫しよう

4 捜業の襲襟

( 1）課題を見付けるけ.2 

4 

－材料から出てくるゴミや汚れの処理の仕方により環境に与える影

響を考える。さらに，材料の生産過程でかかるエネルギーを考え

る。

－限られた資源や環境の中で句私たちはどのような生活の仕方をす

ればよいか，自分たちの日常生活を振り返ってよりよい生活の仕

方を工夫する。

生徒が自分の課題を見付けるためにはヲ環境についてどのようなことが問題なのか，

どのようなことをすればよいのか理解する必要がある。

自分たちは

初めに，「あなたは環境のことを考えてどのようなことを行っていますかJという問いかけを

行った。生徒の答えはヲ「節電や節水J，「ゴミを減らす」など抽象的な答えでヲ具体的にどのよう

なことを行っているか答えられたのはわずかだった。そこで， VT R 「ぼくらのゴミゼロ大作戦～

リデユース・リユース。リサイクノレ～」を視聴し，ゴミ問題を通して，私たちの生活と密接に関

わっている「環境問題」について考えるようにした。ゴミの分別や資源ゴミの 3R （リデユース・

りユース・リサイクル）について触れ，「資源循環型社会Jの考え方について説明した。本学校園

で取り組んでいるゴミの分別や古紙回収などを取り上げヲ世界が共通の規準で、行っている「 Iso 
14001Jの取組を紹介した。生徒からは「ゴミが出ないものを買うJ「出盛り期のものを買う」

「エコバッグを使う」などの具体的な意見があり弓思考の深まりがみられた。

次に，私たちを取り巻く環境の現状と課題にwついてヲ CO2（二酸化炭素）の排出量の増加や世界

の平均気温の上昇を示した資料を用いて，私たちの生活と温暖化や資源の枯渇の問題がどのように

結び付いているのか説明した。その後にヲ遠足のとき自分たちの調理や片付けで出たゴミや汚れを

思い出し9 どのように処理したのかグループで話し合って，ワークシートの表にまとめた（表n。

表i：材料とゴミの処理について

材ー 事ト 出てきたゴミ。汚れ どのようにタ2:1JI呈したか

牛乳 牛乳パック

たまねぎ ｜皮・ポリ袋

にんじん

じゃがいも

肉

｜へた＠ポリ袋

｜皮ーポリ袋

｜ト Lー

リサイクノレに入れた

可燃ゴミに捨てた

可燃ゴミに捨てた

可燃ゴミ た

てT

カレイレ一 五時 ｜可燃ゴミに捨てた

ブルーチエ－ u戸土レトルトパウチ l可燃ゴミに捨てた

｜缶 ｜不燃ゴミに捨てた

汚水一 一一一 一一白土主－ _J 

のでラどのように処理するのが適切だっ

カミ出したゴミのことを自！覚し，タ」L王m方？去
てしまってい

自分た

話し合い後の感想ではヲ「けっこう

たのか考えていきたいJという意見が出て

えるという課題をもつことができた。
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(2）課題の解決方法を考える（ 3時）

ゴミの処理方法を考える上でーまずヲ 3Rの視点を取り挙げた。 3Rの中で処理にかかるエネル

ギー量が少ないものから， リデ、ユースくリユースくリサイク／レの！！債に示い具体例を挙げてゴミの

分別の仕方を示した。続いてヲグループになって自分たちが使‘った材料から出てきたゴミの処理の

仕方について話し合い，ワークシートの表に分類した（表 2）。

表2：ゴミの処理にかかるエネルギーを分類した表の記入例

生産にかかるエネルギー

加熱 材料 出てくるゴミ！
密封

加工 そのまま 生ゴミ

牛乳 牛乳パック

たまねぎ 皮

にんじん へた

じゃがいも 皮

一
次に，グループで話し合った結果をグラス全体に

発表した（闇？）。

その際，なぜそのような処理方法に分類したか，

環境へ与える影響の視点から，理由が説明できるよ

うにした。多くのグルーフ。が野菜の皮やへたなどを

生ゴミに分類していたので，生ゴミとして燃えるゴ

ミにするよりもっと良い方法はないだろうかと思考

を深める問いかけを行なった。生徒からは，「皮も

食べる。」「埋めて肥料にする。Jなどの意見があっ

たが，さらにラ調理実習のときはどうしたか思い出

処理にかかるエネ凡ノギー

リサイクノレ
燃やす j望め立て

五氏 ブ川。 I 金属 ゴミ コミ

ノ、ツグ

ポリ袋

ポリ袋 ！ 
ポリ袋

～ ーム二二ユ

国 1：タラスでの発表の様子

すように促したところ，「新じゃがを使った。」との答えがあった。 1年生の調理実習で匂の新じゃ

がいもを使って調理したときラ皮をむかずにそのまま食べられたことを思い出すことができた。

れに加えてヲ旬の野菜を使うことで栽培にかかるエネルギーも少なくなることを伝えた。ゴミの処

理にかかるエネノレギーは表の右側へいくほど環境に与える

が大きくなることに注目させた。

続いてラ表（諜 2）の左側について説明し，材料は生産の過

程でもエネルギーがかかっていることを伝えた。資料（国 2) 

でヲ食品の製造や加工過程でかかるエネルギー量を示した。

野菜や果物の栽培にかかるエネルギー，乳製品や調味料の製造

にかかるエネルギ－，加工調理や缶詰などの保存加工 カミカλる

エネルギーなど資料の数値をもとに匂各自

る とにワータシートに書き加 〈表 3）。

表に記入して見ると予想してしもなか、ったもの

かかっていることが分かりヲ「レト／レト食品は作るのが楽

いう理由

たかを1

だがヲエネノYレギ一面を考えると変更すvミき

どの意見が出さ」
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図 2：材料の生産にかかるエネルギー



－ Y 吋目玉弘主。品吋部品Cf%.百科忌詩告ccよ唱電話彦言語謡きま

ゴミを捨てるのは簡単だがヲゴミを出さないことは難しい。だからゴ、ミは減らないのだと思いましたO ！ 
ゴミを減らすことをしっかり考えていきたいです。 （生徒F) I 

・もっと考えれば減らせるゴミはたくさんあるなあと思います。家で料理をするときもヲ買い物のとき ！ 
からエネルギーについて考えて買おうと思います。 （生徒M) I 

－」
再度環境に配慮した工夫について評価を行った（表4）。学習後ラ

している」の結果

十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 努力を要する状況
自分εの生活の仕方が環境に 自分の生活の仕方が環境に 自分の生活の仕方が環境に
与える影響を様々な視点か 与える影響を考えて，解決 与える影響を考えることが判定基準
ら考えてラ具体的な解決方 方法を考えている 不十分である
法を複数考えている

学習前 6 7 9 l 5 
学習後 54 3 9 9 

自分の生これらの結果からヲ本題材の学習を通して，生徒は環境に与える影響について考えて司

活の仕方を様々な視点から工夫することができるようになったことが分かった。

生徒はラ学習前ヲ自分の生活が環境に与える影響を抽象的にしか考えていなかったが，環境問題

と自分たちの生活のつながりを知ることによりラ問題を自分のこととしてとらえラ自分の課題をも

つことができた。また，解決方法も単にゴミの量を減らすだけでなぐ，環境への影響が少なくなる

ようにヲ生産や加工にかかるエネルギーの少ない食品や加工方法を選んだり，ゴミの出にくいもの

を選んだりできるようになった。材料の購入から処理にまで考慮して調理を考えることができるよ

うになり，課題を多面的にとらえることができた。

しかし一方で，技術＠家庭科の学習は生徒の生活全体に関わりラその中で生徒自身が見付ける課

題は多方面にわたっている。本題材ではヲ環境問題や温暖化の仕組みなど社会科や理科の知識が必

要であった。今後ラ生徒自らが課題解決に取り組んでい〈ためにはラ他教科や他学年との連携がさ

らに必要であると考える。

5 おわり

本題材ではラ食生活の場面を取り上げて，自分たちの生活の仕方が身近な環境に与える影響につ

いて考えた。衣生活や住生活等においても「身近な消費生活と環境」と関連付けた題材や指導方法

をさらに工夫していくことが必要であると考える。その際，子どもたち自身にとって必要感の高い

課題であり，課題解決に主体的に取り組めるものであることが重要である。さらに題材や指導方法

の研究を重ねラめまぐるしく変わっていく生活の中でヲよりよい生活を目指してヲ自分の生活の中

から課題を見い出していく力を育てていきたい。

これから呂指す持続可能な社会ではラ自分の生活だけでなく家庭や社会とのつながり合考え

らヲ課題を多面的にとらえ，課題解決に向けて思考 E 実践してし什くことが求められる。自分！主

将来の生活に見通しをもって，消費の在り方や資源。環境に配慮したライフスタイルを確立してい

かなければならない。小学校家庭科との内容の体系化を図弘中学校家庭分野の各内容の関連や他

教科とのつながりを考慮してラ段階的。相対的に指導していくことが大切であると考えるο

（文責井上

が
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反川；「一二

処理にかかるエネルギー

生ゴミ
埋め立て
コミ

燃やす

ゴミ

リサイクノレ

品長

にかかるエネルギー

一
牛乳ノ号ック

一「♂一一両「~］－.レイ

「寸 果物缶詰

材料

表3：ゴミ

加熱

（%） 

表 4：評｛函規準「環境に配慮した消費生活について課題解決のため

レト

伝
山lv 

イアス

紙箱・レト衣｜

スチーノレ缶 I 
。
。
そこでヲもう一度グループで材料の選び方やゴミの処理の仕方に、ついて検討をした。ゴミを減ら

すにはどんな材料や包装を選んだらよいだろうかヲどのような材料を選べば環境への影響が少ない

だろうかヲ全体での話し合いや資料をもとに9 環境、へ与える彫響を考えながら検討した。話し合い

の後ヲ「レトルト食品や果物の缶詰をやめて生の果物を使う」「新じゃがや新たまねぎなどの句野野

菜を使う」「家で栽培している野菜を使う」などの改善策を考えることが出来た。この学習を通し

てすべてのグループ。がヲ材料が環境へ与える影響を考えてヲ材料の選び方やゴミの処理方法を検討

することができた。

学習の終わりに，環境の視点から自分の考えを整理し9 ワークシートにまとめた。

プラスチックのゴミがとても多いように思いました。減らす方法を考えてみ

（生徒A)

必要なかった材料もあったと思

（生徒B)

ー環境へ与える影響が少なくなるように材料を考えてみて，今思えば，

リサイクノレできるものはき

C) 

いました。

＠買ったものにはいろいろなマーグが付いていていることが分かりまし

ちんとリサイクルできるように日常生活で行っていき7といです。

っていたけど，みんなの意見を聞いてりサイクノレでき

して分別していきたいです。

私はカレールーの箱はリサイクノレできないと

ることが分かつてびっくりしました。 （生徒D)

きました。これか

（生徒E)

これらの記述からヲ

生活の仕方を考えるようになったこと

出自分的課題を見い出す付時〉

最後に，自分の日常生活の仕方を振り

すればよいかラよりよい生活の仕方

ザ

〆Av 。

って9 限られた資源や環境の中でe 荘、たちはどのように

生徒からは次のように新たな取り組みが出さ

-142 

。今日の学習をしてみてヲ

たいです。

していること

これから

うところからヲも

えていきたいと思います

環境に配慮しり返り，生活して白
〉炉

、－‘

り

ゴミの処理方法だけでなく材料を

ら環境のこと




